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とやまで多く使われている樹

i凸“6 木 中 水 1n: 水 つる性植物ほか

カシ類 カクレミノ アオキ ソテツ

シイノキ キンモクセイ イヌツゲ パラ

主11主; 

タイザンボク ゲッケイジュ キョウチクトウ ブン

タブノキ サザンカ クチナシ

3樹:ii 
ツノfキ ネズミモチ シャクナゲ

モチノキ ヒイラギ、 ジンチョウゲ

モッコク ヒサカキ マサキ

ユズリハ ヤツデ

イチイ コノテガシワ ハイピヤクシン

カイズカイブキ

緑
スギ

ツガ

針樹葉 ヒノキ
ヒマラヤシーダー

マキ類

マツ類

アオギリ ウツギ、 アジサイ

アキニレ ウメモドキ アベリア

ウメ オオデマリ エニシダ

カエデ類 ハナカイドウ キンシノfイ

ケヤキ ハナズオウ コデマリ

コブシ マユミ ツツジ

サクラ類 ムクゲ シジミノfナ

サルスベリ シモツケ

務
シラカノf シヤリンノfイ

シダレヤナギ ドウダ、ンツツジ、

立さ トチノキ ナンテン

ナッツノfキ ニシキギ

広 ナナカマド ハギ

ニセアカシヤ ハクチョウゲ
業 ハナミズキ ボケ

fM 
ハルニレ ボタン

フウノキ ラカンマキ

プラタナス ヤマブキ

ホオノキ ユキヤナギ

ポプラ ライラック

エンジュ レンキ、ョウ

モクレン

ヤナギ類
ヤマボウシ

ユリノキ

終業
イチョウ

枯長業t | 

メタセコイヤ
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層重シラカシ

@別名クロガシ

@本ナ1'1中部以I打、九州、四国、朝鮮に分布する。

@常緑広業高木樹高15m0 

材ーが自いからシラカシといわれる。

(特徴)

1針1支は黒総褐色で平滑で枝葉がよくW;'生する、業は長だ円形長さ 5-12cm、縁

に小さな鎖的があります。果実は10月にドングリがつきます。

若いうちは日陰に耐え、適湿地をなfみ、生育が王手い。刈りこみに耐えるが大気

汚染に弱い。移梢やや関空jf:、;煙害、潮害、 }K¥1.害に強い。

(扱い方の要点)

植え付けは 5月が適期で、秋植えは寒さに向かつてよくない。場所は、ややi!1品

i問で粘質なIl巴沃地がよく、半日陰でもよい。崩芽力もあり、刈込みも容易です。

(管理と手入)

広い庭では放任仕立とし、狭い庭はズン

ドウ仕立、ボウガシ仕立とします。刈り込

みは、 11月または 4JJに強く切り、 6月一

7月は、従長校を務理する程度の軽い勇定

をします。

(病虫害 )

夏から秋にかけて黒い大きいアブラムシ

が発生するので、デープテレックス乳剤か

エカチン乳剤で駆除します。
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(育て方のポイント)

実生前は直根性でlWJ根が少ないので、[直根を切って側根を出させるようにする。

刈り込みは、よく広長するので年 2回は行いたい。

(利用)

庭木としては太い幹を 4-5mで切りつめ、太い枝を 4-5本切りつめ、小校

をださせてズンドウ仕立とします。

列植してlNiJ[iuを平たくメIjりこんだ生起も上品です。その他i山武垣として表日本

でよく使われています。

翻アカガシ

(特徴)

(オオパガシ、アカガシ)

富山県が北|浪です。

葉はカシ類で最も大きく、先端に鋸歯があります。業は!日五く光沢があり、業の

裏は粉白色が特徴的です。耐寒性はシラカシよりややあります。|陰樹。生長はカ

シ類で最もよく生長する O 萌芽力もあり刈込みに耐える O 移植はやや凶到1です。

材が赤いのでアカガシといいます。

(扱い方の要点〉

腐植貿に詰んだ適i間性の土撲でよく育ちます。

乾燥地でも育ち、生長が早く、刈り込みに耐えるので、関凶以南で生組、|山政

lIiによく f吏われている O

(病虫害)

シラガシにI¥主ず、る O

(湾て方のポイント)

シラガシに準ずる O

(利用)

庭園、公闘用に使われる O 様ガシに多く使われます。

醒アラカシ(ク口ガシ)

(特徴)

アラカシは、シラカシに似る。葉の上半分は鋸|おが大きく葉脈も目立つ。葉は

丸i床がある。

日本海側では新潟県が北限となっています。業はJ5Zい。

幼時は耐陰性が強いが、成木になると陽光を必要とします。移楠はやや困難で

す。

(管理と手入)

適潤な肥沃な土壌を好みますが乾燥地でもある程度育ちます。生長も早く、努

定にも耐えます。
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〈病虫害〉

シラカシに準ずる。

(笥て方のポイント)

シラカシに準ずる O

(利用)

公問、庭関に使われ、耐溺jに優れ、枝葉が稼集しているので防風、!坊i手;)J林とし

てもよし、。パイ煙や、大気汚染には強いので公害樹としても利用されます。

ウラジロガシ

葉の形はシラカシに似て、葉裏に粉白色の伏毛があります。葉は他に比してや

や薄く縁が波打っています。

シラカシより寒い地方に分布し、積雪にもよく耐えて生育しています。

この木の材は硬く、木炭として品質のよい品が生産されています。

〈管理と手入)

(病虫害)シラカシに準ずる O

(育て方のポイント)J 
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@別名 スダジイ、シイノキ

@ブナ科

⑧本州日本海側では佐渡以南、盟国、九州

などに分布する。

⑧常緑広葉高木高さ30m

(特徴)

樹は広だf11形となる O 業は卵状で先がやや尖り全緑で11~生し、:葉はよく茂る。

表面は淡掲色。果実は翌年の秋に熟しドングリとなる o ~t長が王手く、適 ìl宅地によ

く育つ。 潮風、坂寄にも強い。刈り込みにも耐えます。ややi詮樹。

(扱い方の要点)

植え付けは、サクラの終わった頃から 9月までがよい。寒さに弱いが、とくに

樹冠が大きくなり降雪を受け易いのであまり雪の多いところは不向きである o jjjJ 

芽力もあり、移植も容易です。

(管理と手入)

放っておくと、樹冠が大きくなり、狭い庭なら 1本で覆ってしまいます。校す

かし、散らし玉、生垣もおもしろい。手入れは校抜きと、刈り込みだけでよい。

刈り込みは、 5月には強く、 7月、

10-11月も刈り込みができます。

(病虫審)

うどんこ病にはカラセン水

干11剤、カミキリムシ、テッポ

ウムシにはスミチオン字L剤、

アブラムシによるすす病はマ

ラソン剤かスミチオン斉IJで駆

除します。

(笥て方のポイント)

とくにない。

( 利用)

枝の切り万 刈り込み仕立て

t、
①庭木には太い伎を何本か残してズンド
ウ切りにし、そこから芽を吹かして丸く
刈り込む。
②校を切る場合には必ず茎部の棄を2~
3枚残して切る。

③古木!こ見せる1三め、幹の一部(こ{努をつ
ける場合がある。

ーγ
一一
一

Y
札一一

この樹はあらあらしさがあり、小枝がよく密生するので、庭の主木にもト分使

える。禁裏が褐色で、表がiJr:k緑色のところの渋さが大正時代から好まれている O

公関、庭閥、景観樹としてよく使われる O 庭にはズンドウ切物として 5mくら

いで頭を切ったものが使われる。

・高悶市の古城公園の体育館周辺に大木が多く育っています。
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|タイザンボク

@別名ハクレンボク

@モクレン科

@北アメリカ南部地方原産で、東北地方南

部以爵に植栽されている。

@常緑広葉高木高さ10~20m

(特徴)

5 -6月頃、卵白色の洋杯形の香りのよい大型(I0-15cm) の花をつけます。

花弁 6枚、業はだ、円形で'10-20cm互生し、革質で硬い。裳miには茶褐色の毛が発

生する O

(扱い方の要点)

寒さをあまり好まないが、富山の平野部では十分に育ちます。北風のあまりあ

たらない日当りの良い場所がよい。楠え付けは、 4月一 9月がよく、新梓jの伸び

る時期と真夏を避けたほうがよい。この樹は樹冠が重いので植え付け後は校抜き

をします。

〈管理と手入〉

掠定を好まない。また整校の必要もない。

狭い縫では、切らなければならない枝は途中から切らずつけ棋から切ります。

時期は10月一11月か、 3月がよい。

(花つきをよくするコツ)

やせ地や、地下水位の高いところは花つきが悪くなるので、客土するかIl~沃土

に構え直すようにします。

また、 8-9月に翌年の花芽ができるので枝先を切らないようにします。校を

切ったあとの切口がふさがりにくいので、切り口につぎロウを塗っておきます。

(病虫審)

カイガラムシが発生する程度で、病虫害の被害は少ない。カイガラムシが発生

した場合は、冬期に機械油乳剤か石灰硫黄合剤を散布します。

(利用)

広い庭では主木として使ってもよい。一般には関側の日かくし用の植栽が多い。

(その他の種類)

・ホソパタイザンボ、ク 葉が細く、下而の毛が少ない。

・ヒメタイザンボク 落葉性で、下面に帯白色の紛|毛がある。
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|ツバキ類
@ツバキ科

⑧日本、中圏、東甫アジアに分布する。

@常隷の高木~低木

@冬期に咲く代表的花木

騒ヤブツバキ

@別名 ヤマツバキ

@日本原産で北海道南部以南に植栽されている O

⑧常総広業高木古さ 15mo

(特徴〉

極陰樹。生長遅し、o jjfj芽:J)があり刈り込みにも耐える O

煙害、 ì~JJ害、大気汚染に強い。

2~4 月に赤色の五弁の花が半開きに咲く、ツバキの原様。

iHiJli会t!:で、すが日当たりでもよく育ちます。肥沃で混i閏な土撲を好む。

(扱い方の要点〉

営通の庭なら十分育ちます。午前中日が当たって曲目の当たらないところがよ

い。 1iff.え付けて活着し元気になるまで 2年はかかります。構え付け後、十艮がまだ

十分土になじんでいないと苦が多くっき枝葉は伸びない。もし全てに花を咲かせ

ると樹が枯れたりします。日J!なりを半分にすると校も伸び、適当に苦がつき、き

れいな花が咲きます。

(管理と手入)

植え付けは、 i暖地では校の生長期を除いて、いつでも植えられるが、;的11では

3月下旬から花の咲いている間と、 8月中旬ー10月ヒ旬がよいo 1iQえ込みは感土

して高植えとします。

施肥は、元日目は施さない。花が終わったらお礼肥を、雪間いの終わったあとで

寒肥として、 yfllカスと骨粉を混ぜたものを株元へ施します。

整校は花後がよい。強い勢定は 7 月中旬 ~9 刃上旬がよい。

乾燥を嫌うので、ワラや落ち葉なととで、マルチング(土淡被覆)をしてやるとよ

しミO

6、7、8月に施肥はしない(夏芽が伸び、その校が枯れ、古:は飛んでしまう)。

(病虫害〉

新#:が{中び始め、軟らかい校にアブラムシがつくので、速効性のマラソンか、

スミチオン乳斉IJを散布します。
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初夏に発生するカイガラムシには、速効性のカルホスかオルトランを散布しま

す。

葉巻虫には浸透移行性のダイヂストンかオルトラン1000倍液を散布します。

(花つきをよくするコツ)

ツバキはよく菅をつけますが、咲かずに落ちてしまうことがあります。冬期の

乾燥の場合に多い。富山では積雪であまりみられないが、少雪のときに注意が必

要で潅水をしてやります。

窒素の過多、やせ地は菅のつきが惑い。

(ふやし方)

自主主、挿し木、接ぎ木ができるが、一般に挿し木を行う O

7月中旬-8月中旬に新梢を10-15cm切り、赤玉か鹿沼土に挿しつけ 2-3年そ

のままにしておけばよし、

(利用)

庭の植え込み、日当たりのよくない裏庭、池の端などさまざまに構えられる O

積雪で淋しい冬の庭に赤やピンクの色彩の花と、葉の濃い緑は富山の冬には欠

かせない樹です。

(ツバキの古木、発祥地の紹介)

.日本一のユキツバキの大株

婦負郡山田村今山田(4月中、下旬開花)

.日本一のヤブツバキ在樹

氷見市老谷 ( 4月上~下旬陽花)

.日本一のユキツバキの群生地

下新川君s宇奈月町僧ヶ岳 (500-1000m5月上、中旬開花)

・ユキツバキの群住地

八尾町桐谷の赤倉の池、白木峰。山悶村牛岳。城端町細尾峠、縄ヶ池。福光

町医ミELUなど。

(その他の樹種)

・ユキツバキ

日本海側の多雪地帯のLiJ地に自生する。本県では海抜500m以上のところに分

布する O 高さはヤブツバキより低く 1-3mくらいであり、根元から多く分校し

て株立状となります。基本的には花は赤色で五弁の一重咲きですが、非常に多く

の民芸種がつくられています。
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(タブノキ
@郡名イヌグス、タブ

⑧クスノキ科

⑧本舛|中部以階、四園、九州、台湾、中国

iこ分布。

⑧常繰広葉高木高さ20m

⑧常緑広葉樹の代表的な木

( 特徴)

自然樹形にしても、こんもりと美しく、紅控色の茅出しもすばらしい。クスノ

キ科の仲間としては寒さに強く、日本海側では山形県まで分布している O 本県で

は、朝日 IIfj'鹿島樹叢、氷見市朝日格i叢などに古木を見ることができます。

樹皮は灰褐色で枝葉太く、小枝は緑色、葉は柄があり互生し校の先に集まり、

長だ円形で大きい。企業質は、なめし皮のようで緑色で光沢があります。移植やや

国難。刈り込みに耐える O 風害、潮害に強い。

〈管理と手入)

自然樹形で胤格がでる木で、刈り込みの必要はない。とくに土質を選ばないが

Il~沃な適潤な土壊がよい。

(癒虫警)

とくにみられない。

(利用)

大きい庭に自然樹形のままでよいが、公開などに単植すると見ごたえがありま

す。公園、神社、仏関などによい。

庭の自つぶし、防風、防砂i林にもよい。
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lモチノキ
@モチノキ科

@本州(宮城県以南〉、四国、九州、沖縄、

中島に分布する。

@常鰻広葉高木高さ 6~10m

⑧樹皮からトリモチをつくったことからモ

チノキという。

(特徴)

業は互生し、倒卵形で全縁、やや硬い革質で、上Tifiは深緑色、雌雄巽株、 4月

に黄緑色の小花が集まって咲く O 果実は球形で径 1Cffio 秋に赤く熟します。

適j泉地を好み、やや日陰にも耐えるが、生長はやや遅い。勢定、移植がしやす

く、潮害、大気汚染にも強い。

(扱い方の要点)

暖地系の樹であるが東北地方まで植栽がI可能です。

植え付けは 5-10月中旬にできますが、 6-7月、 9月がとくによい。穴を大

きく堀り堆肥などを入れ、木の表裏をきめ、やや高梢えとします。

(管理と手入)

五仕立てがよい、太い校を数本のこし、小枝をださせて大きな玉とします。そ

の後は玉仕京の基本に沿って芽摘みをします。

法いうちは、胴吹き、徒長校がよくでるのでかきとります。整枝、男定は 6-

7月と 11月の 2回行う O

(病虫害)

すす病、カイガラムシが発生しやすいので、 6-7月にスミチオン乳剤かデナ

ポンを10日おきに 2-3回散布します。

ハマキムシも 6-7月ころ発生するが、カイカ、、ラムシの防除と同じ方法でよい。

(膏て方のポイント)

やせ池を嫌うので士撲改良して植えます。若いときあまり刈り込まないで大き

くなってから形をつくりま、す。

庭に植えるときは、実のなる雌木を植えます。

(利 用 )

強い努定に耐え、移植が容易であり、庭木としては欠くことのできない主木の

一つです。生垣にもよく、また日陰にも耐えるので北側の結え込みによい。

公園、庭園、景観樹として使用されます。
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|ユズリハ
@タカトウダイ科

@本側の福島以南、四国、九州、沖縄、中

国に分布する。

@常緯広葉高木高さ10~15m

(特徴)

新業がでると古葉が落ちて業をゆずることから縁起木として正月に使用される。

葉は大きな葉が枝先に集まって付き、古い葉は垂れドがる O 葉柄が赤く、とくに

若葉の頃が美しい。業質は傾く、革質で全縁、袋町は粉白色。校は太い。

(扱い方の要点)

適混地を好み、耐陰性があるが生育は遅い。大気汚染に強い。土質は粘質の湿

潤地を好み、日陰にも強く日当たりのよい場所は美しく仕上る O やせj也、乾燥地

を嫌い、努定しでも萌芽しにくい。樹形を整える尊定は 8月の生長休11二期lに少し

ずつ行う O

〈痛虫審)

ほとんどなし、。

(育て方のポイント)

冬の乾燥した風を嫌うので風が直接あ

たらないような場所を選ぶ。生育の悪い

ものは春先堆肥、鶏糞などの寒肥をやれ

ばよい。窓素分の多い肥料をやると校が

まばらになるので避ける。

(利用)

縁起木で、庭の主木にもなり、日陰にも

強いので建物の北側の植栽や日つぶしに

利用されます。

枝鍛き: ~\tlヂ
-).箆みすぎだ場合立縮、 v
かい校、弱い授を抜き W 
臼当だり、 i遺産主者をよく ノメ1d
する。しかし伸びすぎ/ア ， 

た授は途中から切ξ。/γ

グ 4
切り込み

.8陰地で校ガ{申びすぎだときや、

狭い庭に梅えだいときには、校を
1/2か2/3切り怒とし、総かい校を
出させる。

新芽は赤いものと緑色のものがあり、赤芽は:葉柄も赤く美しいので庭植にこれ

を選びたい。

(その他の種類)

・エゾユズリハ 高さは 1~3.5m と低く日本海の多雪地に自生するユズリハの

低木性のもの0

・ヒメユズリハ 菜がままれずピンとのびる O 高さは10mくらいになって海岸近く

に自生すし潮風に強いが寒さに弱い。
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.~tl名アララギ、オンコ

⑧イチイ科

⑧北海道、本州、四国、九州ほか

アジア東北部に自生し、飛車撃地方にみら

れるが本県には自生がみられない。

⑧常隷針葉高木高さ10~15m

(特徴〉

5 - 6 月の新緑は美しい。板I~会樹。

~I三長が遅いが、耐寒性に強く、寒地でもよく生育する。樹皮は赤褐色、 ùtito 封印己

株、 3-4月に開花し、秋には赤色の実が美しい。

変離のキャラボクは、日本海側の山地に自生し、庭木に多く用いられる。樹形

は広卵形で下校が長く保つ。刈り込みに耐える。移植はやや岡空Ji'。

(扱い方の要点)

イチイは寒い地方の庭に多く用いられ、キャラボクは低木で、幹が立たず、暖かい

地方でもよく生育するので、庭木として多く用いられる O また、いろいろの形に

f上JLてることカfできる O

(管理と手入)

根が粗大で細根が少ないので、植え付けは、 3月下旬-7月、 10月-11月がよ

い。仕立て方は、イチイは円錐状。キャラボクは玉仕立てが多い。刈り込みは 7

月と 11月に行うが、校を発生させるためにできるだけ回数を多くするほうが仕上

りがよい。

菊定は徒長枚、 トピ枝はできるだけ早く切ります。

施肥は芽の出る前に、有機宜を多く入れると葉が美しくなります。

(病虫害)

樹勢が弱まってくると、カイガラムシ、ハダニ、ヒパノキクイムシが発生する

ので早期防!なをします。

(利用〉

イチイは庭の主木や生垣に、キャラボクは狭い庭の主木や石づき、池の端に多

く使われ、萌芽力が旺盛なのでトピアリー(いろんな形に刈り込むこと。)など

の利用ができます。

気品のあるl.M種です。
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|カイズカイブキ
@別名 カイズカピヤクシン

⑬ヒノキ科

⑧圏芸種。北海道、本州、四国、九州Hこ植
栽されている。

⑧常緑針葉高木高さ 5~8m

(特徴)

防総で潮風、大気汚染に強い。耐乾性もあるが生育は遅い。樹形は狭円錐形で、

枝葉はやや太く直立する。倒IJ枝は旋回して伸び火炎状となり葉先は丸!床を持って

いる。葉はil!ii平型で先は丸!床がある O

(扱い方の饗点)

植え付けは 3~4 月、 9 ~lO月がよい。場所は日当たりのよい肥沃な乾燥気味

のところがよく、日陰は避けたほうがよい。

冬JtJJは葉先が変色しやすい。耐寒性もあります。

植え付けは、深植えにしないで、~土をして植える O 拍子の場合、根が少ないの

で、校先をつめたり、枚すきして植えます。

仕立て方は、円錐形、円筒形にするが、玉仕立てでもできる。芽摘みを刃物で

切ると、tJJ口が枯れたように見苦しくなるので、平日平日に指で摘む。摘む時期j

は何時でもよし、。

〈病虫審)

さぴ病、ハダニの発生があるが、ナシの代表的な病気であるさぴ病の中間寄生

をするので、高山iI1呉羽のナシ地荷では植えないほうがよい。

(嘗て方のポイント)

日当たりのよい場所に植えることを第-とし、地下水位の高いところは盛土し、

初水をよくする O 仕立て方はより正しい芽つみを行う O 肥料ぎれがすると校が貧

弱になるので肥培しながら茅摘みを繰り返す。

〈利用)

いろんな仕立て方ができ、キ[l風の建築にも合い、列植、援など利用が多い。洋

風の庭や、公園には欠かせない樹です。
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@スギ科

@本側、四国、九州|に分布する日本特産で、

全国で用材生産を目的に多く植栽されて

います。

@常緑針葉高木高さ30m

@富山県の木として、タテヤマスギが指定

されています。

(特 徴 )

業は湾[111し先が尖り、脳Uffo同株、雄花は淡黄色の花粉をだす(スギ花粉症のも

と。)。球果は、秋に球状で長さ 1-2 cmの大きさになります。幹は通直で褐色の

!日しとなります。

陽樹で、、適当に湿気のあるところを好み、生育がよい。刈り込みに耐えるが大

気汚染には弱い。

(扱い方の要点)

閑芸品種も多いが、庭木として利用されるものは数種しかない。植え付けの時

期は 3-5月、 9-11月がよい。陽樹であるが、根元に日が当たるのを嫌う。排

水のよい湿潤地に適する。

(管理と手入〉

自然の樹形では、よほどの!よさがないと無理なので刈り込みを行う。時期は 3

月萌芽前と新梢の固まった 7月にはil透く、 12月に強く整校します。最初に基本に

沿って形をつくり、その後は形を考えて整校を続けます。

(病虫 害 )

苗木のときは、赤枯病、立枯病が発生しやすい。マンネブ剤を10日おきに散布

します。

害虫はアカダニが発生するのでジメートエイト乳斉IJか、ケルセン乳斉IJを散布し

ます。

(育て方のポイント)

幼時は日陰を嫌うが成木になればそれ程でもない。十分に日が当たり根元に日

が当たらないところを好みます。

(利用)

京都の北山ダイスギは日本的な庭には欠かせない樹であり、数本の寄せ柏、列

植もよい。富山の平野部では、屋敷林の主要樹木として南風を防ぐために南1111Jに

多く植えられています。このほか、盆栽、鉢植えなどにも利用されています。
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@別名 ホンツガ、トガ

@マツ科

@本州関東以南、臨盟、九州の亜高山帝下

部にかけて分布している。氷毘の尾根筋

にみられる。

@常緑針葉高木高さ30m

(特徴)

樹形は整って円~jt71~ をなし、高さ 40m に達するものもあります。幹は通i夜、以

褐色をなし深い縦i誌ができる O 樹皮は硬く I~互い。

葉は先端がやや凹み葉裏は白色の 2列羽状の気孔荷があります。

適度に湿った土壌がよい。幼時は耐陰性があるが成木になって日当たりを好みます。

(管理と手入)

自然な形がすばらしく風格があります。刈り込みは萌芽力が弱いので行わない。

校も太く、高!IIい枚は少ない。

施肥は、植え付けに油粕や化成肥料を十分入れて、初期生長をよくするように

します。

老木になると、材に腐りが入ったり、 によって校が雪折れなどにあい見苦

しくなるので、校の整理が必要となります。

(病虫害)

カイガラムシの発生があるので、 6月下旬ころから、ディプテレックスを10日

おきに 2~3 即散布して駆除します。

(利用)

木が大木になり、狭い庭には不向きで、大きい庭、公!湖、寺院の境内によく植

栽されています。

上市町I1長自の立山寺の参道はツガの並木で有名です。

71 



⑧別名ホンヒ、ヒパ

⑧ヒノキ科

@ヒノキは、本州繕患以高、盟国、九州に

分布する。

⑧常緑針葉高木高さ25m。本県の自生は

ごく稀である。

(特徴)

私I形は広だ円形となる。幹はi直幹、校は紺!く水平にでる。葉は鱗状で対生して

いる。幼時は耐陰性があり、乾 .i星中ばのところを好み、丈夫で育てやすいが、

寒さにやや弱い。生長は早く、刈込みに耐えます。

(扱い方の要点)

植え付けは、 3-4月と 9-11月がよい。植え付けは表土の深い肥沃な適潤地

がよい。耐陰性もあるが日当たりのよいところが葉が美しくなります。

(椅虫審)

庭木の場合は、さび病とハダニの発生を見るくらいですが、さぴ病はナシ、ボ

ケ、カイドウに中間寄生をするため一緒に植えないようにする。春先ポリオキシ

ンAL水和剤を 2-3回散布する O ハダニはジメートエイト乳剤を 2-3閤散布

します。

(宵て方のポイント)

円錐形に刈り込まれることが多い。ヒノキの仲間のヒムロスギも、ヒパ類など

も一緒であるが、刈り込みを校を伸ばしてから刈ると校枯れを起こしやすいので

少し早めに少しずつ刈る。

小枝が密生してくると、通風が悪くなり枝枯れを起こしやすいので、整校をし

て防ぎます。

(利用)

公園、庭盟、列植、生損などに利用されます。

育てやすく安価である O 背景林などにも利用します。
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(特徴)

校を水平に伸ばし全体として広だ円形の美しい樹形になる。その雄大な姿はi止

界三大公凶樹の…つに数えられます。

i場樹で生長が早い。幼木は、半日陰を好み!真木は日当たりを好みます。土壌は

適ポ!なIl~沃地を好む。雪には強いが、寒さや強風にはあまり強くない。

メリり込みに強いが大気汚染にやや弱い。

(扱い方の要点)

広い公園などに自然樹形で大きくのびのびと育てるのが最もよい。植え付けは

春先の 3月-4月、 9月下旬ー11月中旬までがよい。 浅線性のため風に対して弱

い -1爾をもっています。

(病虫審〉

とくにない。

(宵て方のポイント)

育て方は、実生と挿し木でできるが、実生は日

本では不稔生のものが多く、種子は輸入し、 3-

4月に播けばその年に30cmくらいになる。挿し木

は成木しでも根曲がりするので一般には行われな

し、。

自然形はよいが、庭などに入れる場合は刈り込

みをして円柱形または、散らし玉づくりにする。

生援などにも利用できるが、年 2-3自の刈り込 叡らし去仕立て円筒形仕立て

みと小枝抜きをして通風をよくしてやります。

(利用〉

この樹は、公開、学校など広い場所に使いやすく、家庭の庭には諺定ができま

すが不向きです。
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lマキ類

@マキは音から庭木としてマツとともに針

葉樹の双壁とされてきた。

生産は関東以躍に隈られ、生育が遅いこ

とから庭木の横綱とされてきました。

圏イヌマキ

@別名マキ、クサマキ

@本州南部、九州、四国に分布、本県にも

一部樟栽されている。

@常繰針葉高木高さ20~25m

(特徴)

葉はラカンマキより業の幅がJLく長くてJf*い、JllUlt呉株、Jltlg樹は秋に赤い実を

つけ後には紫色となります。

(扱い方の要点)

寒さに弱いので、宮山では寒風の当たらないところで利用される O 植え付けは

4-9月下旬ころまでは可能で、あるが、 5-6月が最もよし、。根があまりよくな

いものは元Jl日を入れないで追肥にしたほうがよい。

(病 虫 書 )

ハマキムシ、カイガラムシ、アブラムシが発生します。ハマキムシにはスミチ

オン乳剤、アブラムシにはエストックかデープデレックス O カイガラムシはふ化

期にスミチオン乳剤を散布します。

(膏て方のポイント)

寒さや寒風に弱いので、!孔の当たらない場所に植えて、よく肥培をしましょう。

刈り込みも可能です。

(利用)

庭の主木として最適である。マツと違ってミドリ摘みなどの手間がいらない。

内筒形、-~対直などにもよい。

(その他の樹種)

ラカンマキ

原産は不明ですが、関東以西に植栽されている O イヌマキより葉が密生し、 '1'話

が狭し、。

寒さに弱く i暖地向きの樹木である。とくに幼樹は弱い。 混った土壌を好み、乾

燥地では衰弱する。樹陰性はよい。
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|マツ類
@マツは、日本で造富木として昔から重要

視されてきた。

@日本にも多くの種類があり、地はい状の

ものから高木までさまざまのものがある。

瞳クロマツ

@別名オマツ

@マツ科

@本州i海岸沿い、九州、四国に分布している。

@常緯鈴葉高木高さ30m

(特徴)

樹皮が灰黒色で老木では亀甲状に割れます。針葉は剛直で男松ともいい紫先は

さわると痛い。新芽は毛に包まれています。極|湯樹、 jjjj芽がない。土地を選ばず

乾燥にもi耐える O

(扱い方の要点)

植え付けは、畑で養成されたものは

一年中取扱いできるが、とくに 3-4 

月、 10月一11月がよい。楠え場所は肥

沃な砂質土壌がよい。

マツ類は、手入れを怠ると全く値打

ちのない水になるので、 5-6月のミ

ドリ摘みと暮れのモミアゲは必ず毎年

行います。また、葉のないところから

芽吹きをしないので、業のあるところ

で切ります。肥料はいらない。

( 病虫害)
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病害では、葉ふるい病、すす病が発生する O 葉ふるい病にはマンネブ剤を春か

ら数鴎かける O すす病はカイガラムシを防除すればよい。虫害としてはマックイ

ムシ、マツケムシ、ハダニ、アブラムシが発生する O マックイムシ、マツケムシ

は、スミチオン乳剤を散布する。

〈利用)

公園、和風庭閥、景観樹、防風、防湖、神社、寺院などに多く利用されている O

凶季変わらぬ緑と雄大な樹形が楽しめる。日本式庭園の主木として品位と貫禄
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は絶品であり古くから多く使われている O

アカマツ

@自Ij名メマツ

曜塁本州、四国、九州まで[IJ地に広く分布している。

⑧常緑針業高木高さ30mo

信審本県ではihH1z500m以 Fに多く分布しています。

(特徴)

i樹j支が赤く、老木では下部からiu.rド状に割れる O 葉はクロマツよりキIHくt経くし

なやかである O 全体としてクロマツよりおだやかな姿をしています。女松といわ

れています。

|場樹で生長は平く鮒乾性が強く、やせ地でも育つが、 i初容や大気汚染にやや弱

い。級協樹。前芽がない。

(扱い方の饗点)

+直えイミjけなどは、クロマツにY¥I'じて行:えlまよい。

胞ではクロマツほど多く使われないが、赤い)JILと姿のやさしさから、独立木、

寄せ植えに使われ、品のよい明るさがあり、アカマツは女性的な優しい樹71~ を I:t

かしたイjコ.'Lて形にします。 !;i宇を素i直に伸ばし、校を強くはらないようにミドリ摘

みを強く行わないようにします。冬期には雪吊りを必ず行うようにします。

(痛虫害〉

クロマツにi手じて行う O

(膏て方のポイント)

水はけを良くするため高植えにします。クロマツと同様、ミドリ摘みとモミア

ゲは欠かすことはできない。

(利用)

公i羽、庭(主木、円かぶり)神社、寺院、記念樹などによい。

また防)!ft~;j;本などにも使われる O

霊童ゴヨウマツ

⑧別名 キタゴヨウ

⑧マツ科

⑧本州、九州、四国に分布している。

⑧常緑針葉高木高さ25m。

(特徴)

葉はクロマツ、アカマツより短く 5本束生する。樹形は円錐形で、モミ属によ

く似た形となる。樹形が美しい、樹皮は沈んだ感じの陪灰色で華やかさに乏しい

が落着いた雰囲気がある O
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(扱い方の要点)

生長が遅く、胞子十三に使えるものはかなり年月を安ーする O 他のマツ鎖より日除に

強い。日当たりのよい所を好み、校が日陰になると校枯れを起こすので一本立が

望ましい。植え付けは排水が悪いと桜ぐされを起こすのでi'，'ii;fil(えにします。 5J:I 

のミドリ摘みと 11月のそミアゲは欠かせない。他のマツに比べて葉が短いので強

く摘む必要はない。

小校が常生するので、弱い枚、フトコロ校は抜いて全{本に枝葉バランスに配娠

します。

(病虫

クロマツにi\~ じる O

(育て方の要点)

混気と日 i容をきらうため、場所を選んで1ft!えることが大切です。マツ士fiは弱っ

てもすぐに枯れることがなく、じわじわと弱杭れてくるので見てわかるころでは

すでに遅すぎます。

(利用)

自然樹形では、洋風の庭関や公開にも似合う O 庭では主木をはじめ、門かぶり

などにも使えますが、生長が遅いため庭植えより、鉢植えなどに多く使われます。

その他のマツ

・タギョウショウ(多行松)アカマツの変穏で、恨元近くで幹が多数分岐し、傘

7杉の枯Bf~になる O 私I高は 2~3rn にしかならない。

・チョウセンマツ(チョウセンゴヨウ) 日本のゴヨウマツに似る O

・ハイマツ 高地に自生し寒さに強く、日本庭閑の石付き、ロックガーデン

に使われます0

・ダイオウマツ 業の長さが20~40cmになります。 3 葉京生、移植倒雑です0

・リキダーマツ 高さ 20~30rn で、 3 ~震で、校っきはまばらです。

・テーダマツ 葉は 3 葉で長さ 15~25cm と長く乗れる。樹高40rn 0 

・パンクスマツ 2葉で茎が短く阿IJj直で、校や幹が[UJがり業が少ない 0

・カリプマツ 高さ 25~30rn 0 3葉。生長平く枚ぶりが良い。

など他にも多くの種類があります。
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|アオギリ

@アオギリ科

@中国、台湾、インドシナ、沖縄に分布し

ている。我が国全土に植栽されている。

⑧落葉広葉高木高さ15m

(特徴)

葉は長く、葉柄があり互生し、掌状に浅く 3-5裂で校先に集まってつく。 6

-7 刀に大型の Ig~jt花房をだし多数の淡黄色の花がi咲く。果実は、未熟のまま舟

形状に耳目し、て緑の球状の種子がつきます。樹皮は幼・中木は緑色、老木は灰白色

となります。

(扱い方の要点)

樹勢は強健で、、土を選ばず、 i車ilJ害、大気汚染にやや強い。 j出芽力が強く、強い

努定にも l耐えます。樹皮は傷つきやすいので移植時に注意しましょう。

(管理と手入)

この木は放任しでも良い樹形をつくるので管理はしやすい、できれば自然形で

育てたいが狭いところでは校を1J日りつめてもよい。

(病虫害〉

!1~得としてはワタノメイガ、マイマイガによって葉が食害されますので、デー

プデレックスまたはスミチオン乳剤を散布して駆除します。また病害では、褐斑

病が発生し葉に小さな褐色の斑点ができて全葉が枯死するので、 7月に発生した

らダイセン水干11斉IJ500倍液を数回散布します。

(利用)

この木は、庭木よりも、公園、学校、街路など広いところに列植すると見ごた

えがあります。
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⑧ J'¥ラ科

@中国原産で古くから日本人に愛され、阜

春を告げる花として診重され、北海道か

ら沖縄まで槙栽され鑑寵されている。

⑧落葉広葉高木高さ 5~10m 

(特徴)

2~3 月ごろ、業がでる前に自または桃色の五弁花が聞き花柄がt\l し、。業は:TI~

生し、卵形、長さ 4~ 8 cmで、先が尖り、縁の紛1かい鋸l*Iがあり、業の1{[は軟らか

い。果実は 6月に黄熟する。

寒さに強く、性質も強健で、、日当たりのよい腐楠貨に寓んだ肥沃土がよい。

(管理と手入)

ウメは、腐楠質の肥料を十分与えないと徒長校がでやすい。栽培は比較的符易

だが、美しい関心自然、形に{bl:てるためには碍定が必要で、12~ 1月に長すぎる枚

を切りつめ、ふところ校を除いて陽光を入れるようにします。

「サクラ切るパカ、ウメ切らぬパカJ という言一某があるように、ウメは強い弗

定に耐え、 I涜芽力も強い。庭木としてのウメや、採果用のウメは、 12月下旬~ 1 

月に行うが、鉢植のウメは花の終わった直後に強く切り込みます。

庭木でも、枚数をできるだけ少なくするように仕立てると、樹令があまりたた

なくても、木の感じをつくることができます。

ウメは、 7~ 8月に花芽ができる。花芽のつきにくい徒長校は 6月でも生長が

ILまらない。花茅がつくと、業が内側に湾tlllするので、わかります。

施肥は、 12~ 1月に寒肥として堆杷、鶏糞など有機質肥料と化成肥料をすきこ

みます。

(病虫書)

病害としてこうやく病があり、幹や校に灰白色または沃褐色のビロード状のm
点を生じます。発生部分をナイフで削り取り、石灰硫黄合剤を 1~ 2閤塗布する

とよい。

縮業病は 4~ 5月に新薬が絡みます。炭癒病は業と実が佼される O この防除は

4~6 月にベンレートまたはマンネブダイセンを 10 日おきに散布します。

!U容は、ウメケムシが4月に発生し、校の又に天幕状の巣を張って業を食害し

ます。カルホス乳斉IJを10日おきに 2回ほとず散布します。

カイガラムシは、 12~ 1月にマシンirll乳剤を散布します。

4月に、スミチオン乳斉IJを2隠i程散布するとアブラムシの発生を防j除すること
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ができます。

(花つきそょくするコツ)

日l岳地や湿地はまず避けなくてはならない。花芽の形成が8月ころなので、森

に伸びた校は絶対に切らないことです。夏芽、秋芽をのばさないようにします。

(利用)

庭問、公圏、景観樹、添景樹、社寺境内などに利用されている O

鑑賞用として梅林が多くあり、庭にも主木として使われています。盆:栽も人気

があり、生花材料としても利用されます。

J手果用としての植栽も多い。

(ウメの種類)

ヤエシラウメ 花は白色か赤色で八重。

コウバイ 花は一震で赤い。幹も赤い。

リョウガクパイ 葉は緑で花は白色。

コウメ (シナノウメ)花も実も小形、花は白色一章。

キパナウメ

ザロンウメ

シダレウメ

花が淡黄色O

花が白色八章、突が集まってつく。

校が長く垂れる O

ガリュウパイ 幹や校が地面にはう O

ブンゴウウメ ウメとアンズの雑種、花は平八:m:で淡紅色、実が大きい。

このほか、関芸種が300品種以上になるといわれています。系統的には、野梅位、

豊後性、紅梅性、杏性の四つに区分されます。

80 



@マメ科

@中雷原産、北海道から沖縄まで檀栽され

ている。

⑧落葉広葉高木高さ15m

(特徴)

樹形は主幹から広く張った円形に近い形をつくります。樹皮は緑がかった褐

色、若枝は緑色、葉は立生し奇数羽状複葉、長さ15-20cmで、小葉は 9-15枚で

卵形をし先が尖り全縁。 7-8月に小校の先にI資生円ijt花序で黄白色の蝶形花を

多くっくります。実はジュズ状のくびれた果実をぶら下げる O

暑さ、寒さに強い。日のよく当たる、水はけのよい肥沃土がよい。前茅力は強

いが、努定は~~j し、方がよい。

(管理と手入〉

強健で、校がi'tlであり、柏栽後数年はそのまま育ててから樹形をつくる O 校を

整理したあと小枝をださせるため弱いせん定を繰り返すとよい。

移tilU土、小さいときはよいが、成水になると根巻きをしてから行います。

(癒虫害)

さび病が発生し、校や葉が褐変する O また枝や幹がコブ状になりマツなどの中

間寄生をする。

(利用)

葉が明るい!惑じで緑陰木としてよい。萌芽力が旺盛で形を繋えやすいところか

ら公問、街路、並水緑陰樹としては明るくて爽やかな感じのする木です。

中国では瑞祥木とされ門前に 3株植えれば、その家庭に瑞祥があらわれ富貴、

栄達に近づくといわれている。
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|カエデ類

@カエデ類は、北半球の温宇野を中心に150
~200種自生する。日本では約25種が自

生しています。モミジの形をしたものば

かりでなくいろいろな形をしているもの

があります。

カエデ類は概して寒冷な気候を好み、都

市環境に耐えられないものが多い。春は新芽、璽の若芽、秋の紅葉、落

葉後の枝撮りなど、さまざまな姿を楽しませてくれるモミジ、カエデは

欠くことができない。

カエデは蛙手の意掠で、葉先の裂け異合が蛙の手を連想させます。

関イロハモミジ

(タカオモミジ、イロハカエデ)

・九州、問国本州市部(太平洋側)に自生する 0

・搭業広葉高木 高さ 10m0 

(特徴)

秋の紅葉ーが美しい。葉は対生、さま状に 5~ 7に深裂け、重鎖的、葉柄は長く淡

泊:色。崩芽力はあり、潮風に弱い。東北地方南部から九州、|まで分布し、なかでも

京都の高雄111の紅葉が有名です。日本でモミジといえばこれをきす程ポピュラー

な樹です。

(扱い方の要点)

排水がよい適潤な風当たりが少なく、空中温度の高い7J<.辺地が良い。

風当たりの強いところは、葉が傷みやすいので保護が必要です。

樹は l本 1本個性をだすため努定をしないで育てたい。

( 病虫害)

日ざしが強かったり、乾燥がひどいときに籾皮病、がんしゅ病がでます。直射

日光が当たらないよう配慮します。

うどんこ病がでやすい。また樹液に糖分が多いのでテッポウ虫の被害が多い。

そのほか、アブラムシ、カイガラムシも発生します。

(育て方のポイン卜)

昼夜の気温差のある空中j昆度の高いところがよい。一日中日ざしの強いところ

は紅葉a はキレイにならない。
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(利用)

公園、和風)定間、風致樹、添景樹とし使われています。

現t~趣を震んじる日本庭闘には、欠くことのできない樹種の一つであり。 I 本 1

本個性があるので規則的な配列は避ければよい。

この仲間に臼本海世[IJに多く分布しているイロハモミジの変穣で、葉がやや大き

く、 7~ 9開裂しているヤマモミジがあり、また、北海南道から九州までに分布す

るヤマモミジに似て、業が大きく、鋸lむが小さいオオモミジがあります。

関ハウチワカエデ

(メイゲッカエデ)

・北海道、本ナ1'1と四国のー音11に自生する O

・落葉広葉小高木 高さ 10m。

(特徴)

業が大きく、天狗のうちわに見立てたものでこの名がつく。

葉は同心形で、径 7~12cm、掌状に浅く 9~1l裂し、縁はÆ鋸i宮、若葉は白い

綿毛が密生する o 4 ~ 5月に暗紅葉色の小花が咲く O

秋の紅葉ーはi!1!k紅色で、非常に目立つ。樹形は I本立では横に張ります。

乾燥地、尾根筋にも生えています。

(扱い方の要点)

イロハモミジぷ準ずる O 植え付けは、落葉後 3日以内または春 3月中がよい。

カエデ類は落葉中でも樹液の活動が激しく、校を切ったり、i'Rを薪Hったりすると

樹勢が弱くなります。

(痛虫審〉

イロハモミジに準ずる O

(湾て方のポイント)

イロハモミジ同様程度の温度のl高いところが生脊がよし、。

夏の乾燥期には、たっぷり水をかけてやり校を十分に伸ばすようにします。校

;葉がよく伸びないと秋の紅葉もくすんでしまいます。

霊童トウカエデ

(サンカクカエデ)

.中国原産で我が国に広く椴栽されている O

-落葉広葉高木高さ15m0 

(特徴)

主幹がまっすぐに伸び、校はカエデ類には珍しく水平に四方にでる O 大木にな

り、薬は浅く 3裂し、寒冷な地方‘では紅葉はきれいになります。 r場樹で生長が早

し、 O
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(管理と手入〉

カエデ類には珍しく、刈り込みに強い。根元に務葉を積んだり二i二待せすること

は嫌います。

〈病虫害〉

イロハカエデに準じる O

(利用〉

樹勢は強健で、都市の悲環境に耐えて育ち、 i釘芳三力も!在長年なのでfl、し、場所にtiIi

栽するとよい。 街路樹としてもよく使われている樹種の…つです。

関その他の種類

イタヤカエデ、ヒトツパカエデ、コミネカエデ、ミネカエデ、ミツデカエデ、

チドリノキ、ハナノキなどがある。
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私達は、葉の色は緑色だと思っていますが、正しくは縁色十黄色なので

す。つまり、緑の色素クロロフィルと黄色の色素カロチノイド(ニンジン

やカボチャの色素と同じ。)のものが混じっています。

秋に気協が下がってくると、クロロフィルが分解しでなくなってしまい

ますが、黄色はそのまま残っていることによるものです。



@別名ツキノキ

⑧二レ科

⑧本州、四盟、九州iや一部東北アジアに分

布する。

⑧落葉広葉高木 高さ30m

(特徴)

幹はi直立して、!よだ円形の樹話となる O 業は互生し狭卵形で先が尖り表はざら

つく o 1¥品樹。Ile;i天地を好み成背は速い。強い暫定にも耐え、 j駄に強いが大気的染

に弱く夏期に搭葉することがある O 潮風に弱い。

(扱い方の要点)

植え{寸けは、新葉がi出るr:ìíJ と lO~ll月が適

期である。場所を選ばないが排水のよい胞沃

地がよい。刈り込みは、ケヤキ本来の良さが

失われます。

(病虫害〉

l:ji木の場合は必要ないが、公圏、街路など

の多いところは、うどんこ病、褐斑病、紋羽

病などの被害があるので 4-4式ボルド-i夜

を散布する O

〈管理と手入)

とくに努定、整校の必要はないが、からみ枝、車校など樹形をみだす校は抜く。

施肥は、とくに必要なし、。成脊の悪いJ)Jj合は根の国りに講を掘り、有機質や化成

}肥料を施します。

(宵て方のポイント)

ケヤキの美しさは、樹冠は細い校がホウキ状が最もよい。そのためにも植栽場

所は広いところに植えたい。若齢のとき、よく徒長校を出すので、つけ根から切

り取る O また、夏の乾燥に弱く葉が褐変して落葉するので、潅水して敷ワラをして

やればよい。

(利用)

富山県ーでは屋敷林や山地に多く自主主しているし、よく植えられている O ケヤキ

は高く雄大な木であり、広い場所や公園、緑地などによい。街路樹にも多く取り

入れられている。

・ケヤキは、富山市の木として指定されている。
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lコブシ
@別名ヤマモクレン

@コブシ科

@北海道、本州、九州、四国の出地に自生

する。

@落葉広葉高木高さ10~20m

(特徴)

早春の 3-4月に葉に先立って白い花をいっぱいに開く、モクレンに似ている

が、花がやや小さくて清楚な感じを抱かせます。花弁は 6枚で、ガクの下に必ず

1枚の葉をつけるのが特徴です。校はまばらで折ると芳香を放つ。秋には果実は

コブ状の塊となり長さ 7-10cmo中から赤い種子を長れます。

(扱い方の要点)

樹勢の強い木で、耐寒、耐暑性もあり、大低のところで植栽できる O しかしゃ

せ地や乾燥の激しいところでは十分な生育が崇めない。腐植質に富む肥沃でiii'Eil型

地がよい。日当たりのよいところは花づきがよい。移植は根が少なくあまり好ま

ない。

(管理と手入)

楠え付けは 4-6月、 10-11月がよい。腐植質の土を十分入れて高植えにしま

す。

とくに、整校の必要はなく放任

する場合が多い。狭い庭では小さ

く仕立てることもできる。整校は

花が終わった直後がよく、切り口

は接ぎロウかセメダインを塗って

腐敗蔚を防ぐ。施肥はとくに必要

ない。

(花つきをよくするコツ)

コブシは大きくなると隔年開花

になりやすい。花芽の多くついた

*狭い庭に適しだ仕立て方 /. 

秋は花芽を半分くらいに減らしてやれば、その後は毎年花をつけるようになりま

す。

〈病 虫 害 )

うどんこ病が発生するので、 6-7月頃カラセン水手[J斉IJを2-3回散布すると

よい。害虫はカイガラムシとテッポウムシが発生するので、カイガラムシは 6月
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下旬頃にデナポン水干IJ斉IJ50またはスミチオン乳剤を 2回くらい散布します。テッ

ポウムシはマラソン乳剤などの原液を穴に注入すればよい。

(利用)

樹形は特徴的で単植でも十分鑑賞できるし、芝庭に合い、庭木としても十分に

使えます。鉢植盆栽にも利用できます。

(その他の種類〉

・シデコブシ(ヒメコブシ)庭木に広く使われ、自花で花びらが12~18枚つく O

花びらが少しよじれます。

・ベニコブシ シデコブシの花が淡紅色になったもの。

・タムシパ 山地に自生し、春、真っ先に白い花をつける。
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⑧ JXラ科

⑧花木、落葉性高木、低木、北半球の暖帯、

温稽に広く分布している。

⑧花の美しいものは、 B本、朝鮮、台湾、

中層、ヒマラヤ地方に多い。

(扱い方の要点)

品種は非常に多く、大木になるものから小さいものまであるので、植える場所

によって品種を選ぶことが大切です。

理想的な場所は、日当たりで水はけがよい腐植費に寓んだ肥沃で耕土の深い場

所がよい。

植え付けは10月下旬 ~ll月、 3 月 ~4 月がよい。本県では春先がよし、。有機質

を十分入れ高植えとします。

層建ヤマザクラ

最も種額が豊富で、古くから日本人に親しまれていて、丘陵地の尾棋筋など陽

光の当たる場所に自生する o 4月上旬に、黄緑色、赤茶色の若芽とともに、淡白

色の五弁花をつける O

塁審エドヒガン群

本州、四国、九州、lに分布し、葉の出る前に淡紅白色の花を開く。ガク筒の下部が

ふくらみ、花柱、花柄ともに毛があり、小枝は車IHく、葉は長だ円形の毛があります。

これを母樹に小彼岸、十月桜、八重紅枝垂などがあります。

関カンヒザクラ群

寒桜、緋寒桜など紅色鏡状の花をつける、 j'll組、台湾などに自生します。

関ミヤマザクラ群

総の葉のなかに純白色の花を総状につけます。ガクの裂片が開花11寺に反曲する O

我が国全土の深山に分布します。一般にあまり栽培されていない。

・ソメイヨシノは、オオシマザクラとエドヒガンからできたもので、業に先立っ

て花が開き、淡挑色五弁花で、我が国で最も多く使われています(富山市松川

沿い。)0 
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(管理と手入)

「サクラ切るパカ、ウメ切らぬパカ」といわれるように、サクラは切口がふさ

がりにくいのでクレオソート、接ぎロウを塗る。

整校時期は12月から翌年 2月までに行う。樹形は自然形がよい。

施肥はとくに必要ないが、弱ったり、やせ地では寒IJ担として有機質肥料を入れ

てやるのもよい。

(花つきをよくするコツ)

日陰や湿地を避けることが最も大切です。校を切ると樹勢が弱くなり花つきが

悲くなることがある。

(掲審)

・紋羽病 雑木や荒地あとに植栽すると発生しやすい。病苗は抜取る。ピ

ロールピクソンで土壌消毒してから植える O

・こうやく病 幹や校に灰自色の斑紋状のこうやくが発生する O ナイフで忠部

を削り取り石灰硫黄合剤を塗布します。

・てんぐす病 細枝が密生して発生し、ホウキ状となり花が咲かなくなる O 病

校は切り取り焼却します。

(害虫)

アメリカシロヒトリ 5月下旬ー 7月上旬、 8月中旬-9月中旬の 2回発生し

ます。幼虫が葉裏にかたまっている間に切り取って焼くかデー

プデレックス乳剤で駆除します。

アブラムシ エストック乳剤で駆除します。

カイガラムシ 冬期間に機械油乳剤または石灰硫黄合剤を散布する。 6月下旬

一7月上旬頃にスミチオン乳斉Ijを散布しでもよい。

(ふやし方)

ヤマザクラ、オオシマザクラは実生による O 他の品種はほとんど接ぎ木でふ

やします。

フジザクラは挿し木でも活着する O

接ぎ木は、 3月下旬ごろに切接ぎをし、 8月一 9月中旬は芽接ぎを行う O

(移植)

あまり移植を好まない。もし行う場合は、 1年程前に根回しをして移植する

ようにします。

目通り 10cm以上のものは移しでも成果はあまりよくない。

惜しいようだが切り倒し、小苗を被えた方がよい。

( 利用〉

庭木には、あまり使われないが、もし入れる場合は中型以下の水を選ぶこと

が大切です。

街路、公開、堤防などの公共繰化に多く使われます。また一歳ザクラや、小
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12!のサクラは鉢柄、盆栽にも仕立てられます。

(その他の種類)

・オオヤマザクラ 本州中古11以北、北海道、サハリン等に分布し、ヤマザクラよ

り寒地で育ち、花は紅色0

・ヵスミザクラ 葉柄や葉裳に毛があり、裏而に白味がない。サクラで、最も古

い閤芸税 0

・ォォシマザクラ 伊豆半島、大島などに分析liし、花は白色で赤I床がなく、ガク

(その他)

も緑色で鋭的がある。樹勢Lが板めてfI王盛。業は桜餅を包む楽

に利用される O

この種を母樹に多くの開芸種がっくり出されています。

イチョウ、フゲンゾウなど200稜。

・花色 サクラは紅色系(しミわゆるサクラ色)が大部分であり、白色がそれに続く

黄綜色ここ穆金、街j衣黄など。

紛1:紅色=台湾が1:絞、琉球緋桜、祭料1:桜などがあります。

・花弁数 サクラは普通は 5枚であるが、半八王立、八重等で、 8~120枚くらい

と多い。

兼六回菊桜は一つの花で200枚以上の花弁がつきます。

・花の香り ヤマザクラ系のものは、ほのかな花の匂いを持つ。駿河台句、滝匂

はよく匂う O

業も干すと香りがします。

・桜湯に浮かべる花 フゲンゾウ、松月なととの八重桜の花を使います。
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|サルスベリ
@別名 ヒャクジツコウ

@ミツハギ科

@中国南部原産で本州、四国、九州、沖縄

に横栽されている。

@落葉広葉高木高さ?~12m 

(特徴〉

つやのある木肌が美しい。 7月-9月ころ淡紅色、白色などの花がつぎつぎに

今年伸びた校の先端に集めて大型の円錐花房をつける O 葉は互生し、だ円形、長

さ3-6 cmで、柄がない。

(扱い方の要点)

i暖地性の木だが耐寒性があり、本州、l全体が椴栽可能です。やせ地や白陰以外な

らよく生育します。適地は有機質に富む肥沃な視il現地がよい。

(響理と手入)

植え付けは、一般にサクラの咲く頃から 5月中旬までがよい。高植えにします。

大きくなると自然に樹形をつくるが、整校する場合は冬期がよい。太校を短く切

りそこから新梢を出させると花つきが多くなります。施肥は寒肥として冬期間に

堆Jj~，落菜、鶏糞などを根元にやればよい。

(花つきをよくするコツ)

日当たりの思いところや、やせ地でも花が咲かないことはないが、花房が小さ

くなります。整校は12月から翌年 3月までに小枝や 3cmくらいの枝まで切りつめ

ると花が大きくなります。

( 病虫害)

春から夏にかけてうどんこ病にはカラセン水和剤を106おきに 2-3閤散布す

るO また 6月下旬ー 7月上旬にデナポン水和斉IJを2-3回を散布すればすす病も

あわせて防げます。アブラムシにはデイプテレックスを散布します。

(利用)

庭木、公開樹、街路樹、鉢植、盆栽などにも利用できます。

(その他の種類)

シロサルスベリ

ムラサキサルスベリ

白色の花をつけます。

淡紫色の花をつけます。
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|シラカバ
一

@別名シラカンパ

⑧カバノキ科

@北海道、本州の中部以北に分布する。

@自本海側では富山は南限。

@落葉広葉高木高さ15~20m

(特徴)

樹皮は白く美しい。光沢がある明るい緑色葉。 1(~1二し、先が尖ったJtだ円形が

多い。防樹。土地を選ばないが、乾燥または向陽地によく生育する O 生長が速い

が大気汚染に弱い。算定を好まない。

(扱い方の要点)

寒さには強いが暑さに弱い。本県では海抜400m以ヒでは育てやすいが平野部

では生理障害がでやすく育てにくい。

植え付けは、新茅のでないころか、秋は10月一11月がよし、。用土としては腐植

質にliYむi自治!な土が適しています。

(管理と手入)

枝を切ることを嫌う O どうしても切る場合は、校の途中で切

らず校の元から切り落とし、セメダイン又は接ぎロウを塗って

腐敗T!iiの佼入を防ぐ。また夏期jの根元の日射を紡ぐため、数き

わらなどのマルチングをします。

(癒虫書〉

根元にテッポウムシが穴をあけるので恨元にゴミなどをi泣か

ないようにする O もし穴をあけていたら針金で突き殺すか、ス

ミチオン乳剤を入れて穴を土でふさぐとよい。

(利用)

授の切り万

l:iifi(fでも群椛でもそれぞれのよさがあり、幹の自さは庭の主木ともなる。自然

抄j形で育てるのがよい。芝庭にもよし、。
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トチノキ

@別名クリトチ

@トチノキ科

@北海道、本州、四菌、九州の山地に自生

する。

@落葉広葉高木高さ35m

@本禦利賀村に冨指定の天然記念物が 2本

あります。

(特徴)

L1Jへ入って沢治いに大きな木と大きな葉を茂らせているトチをみると、安らぎ

を感じます。

iifr芽は褐色で、ねばねばしたものに覆われている O 業は対生で大型の掌状複葉

で 5-6枚あります。若校の先端に長さ20cmくらいのドj錐状の白い 5弁でやや紅

!床を帯びた大きな花をつけます。 I~会樹。 ょ!:長速い。努定はできるが、移植困難。

果実は丸く、 10月に熟し、クリ大の実をつけます(食用)。

(管理と手入〉

土は、やや湿気のある深い土擦を好み、やせ地、乾燥地を嫌う。

除樹で、小さいうちは日陰でも育つが、花つきをよくするためには臼当たりがよい。

耐寒、耐雪性は大きい。初期生長はよくないが壮令期はよい。萌芽力は強い。

(利 用 )

一般家庭の庭は不向きですが、もし入れる場合は、刈り込みをして育てます。

公園、学校、並木、街路樹にもよい。

(その他の種類)

・マロニエ(西洋トチノキ) ヨーロッパで庭問、公闘、街路などによく植えら
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直竺切干
⑧別名シャラノキ

⑧ツバキ科

⑧本州の関東以南、西国、九州lの山地に自

生する。

@落葉広葉高木高さ10~15m 。

(特徴)

6月一 7月ころツバキとよく似た白い五弁の小さな花をつける O れな楚で、美しい

が花期jが短い。樹皮はつるつるした灰赤褐色で、全体として品がよい。表1mには

綿毛がtfX~ドーする O

(扱い方の要点)

樹勢が強く、とくに注意することはないが、乾燥の激しいやせ地は好まなし、

!街地質に富んだ混潤で空中温度の高いところがよい。群績や混紡をし、 fl~元に

射白光カf当たらないようにしたい。

(管理と手入)

植え付けは落葉期間!ドがよいo j:jUl巴や腐葉土とト分すき込んで土壊温度を高め

てやる o 1:1二、工てる場合枝先をつめないで、付け根から切って自然樹形をくずさな

いようにします。

(病 虫害)

とくにない。

(花つきをよくするコツ)

小さいときは花をつけないが、ある程度の大きさに達すれば花をつけるように

なります。花はiIIi年生校の短校の先端につくので、冬期間に枝先を切ると花芽を

切ることになります。

また、隣接木の日陰になると花つきが悪くなるので日が当たるように燐接木の

校切りをしてやればよい。

(利用)

やさしい優雅な木であり、庭木として多く利用されています。また、落葉樹の

なかではブナとともに盆栽にも適した木です。

また、茶花としても使われ、茶庭には最適です。

(その他の種類〉

・ヒメシャラ ナッツバキより花や業が小さく、佳 2cmくらいの白い花をつけま

す。樹皮が'Jlt褐色で光沢があり、秋の紅葉が美しい。
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直切り
@パラ科

⑧北海道から九州までに分布する。

⑧落葉広葉高木高さ 9~10m

(特徴)

ナナカマドの緑は淡く軟らかい感じがあり、庭問樹としてよく利用されていま

す。来実は球形、 5万一 7月に小さな五弁花をつけ、:葉は立生し奇数状複葉で 9

~15枚あり長だ円形で、長さ 3 ~ 7 cm 、縁に鋸1~があり、秋の紅葉は美しい。

(扱い方の要点)

ナナカマドはi高山性のものとされているが、平地でも大木をみかける O 樹勢も

強く生長も早い。土壌を.~ばないが、腐植に富んだ混潤地で日当たりを好む。耐

袋、耐雪性にも優れている。

植え付けは、落葉期間中がよいが春先芽がでる直前が最もよい。域:把などを入

れ土壌温度を高めて植えます。

(管理と手入〉

放任して自然の樹形で育てるのが最もよい。枝を切りつめず不用枝を付け根か

ら抜くようにします。整校は落葉期間中に行います。

〈実つきをよくするコツ)

やせ地や日陰でないかぎり一定の時期がくれば結実します。実生で、育てると十

年あまりかかります。

ナンキンナナカマドは 3~ 4年で実をつけます。

(錆虫害)

平地では病虫害がよくつく木で、平地で育てにくいのもこのためです。

うどんこ病、黒斑点病は、カラセン水和斉IJなどで防除します。

アブラムシ、ハマキムシ、ミノムシはスミチオン宇L斉IJなどを昔士;(fiします。カミ

キリムシの幼虫は、スミチオン乳剤の原液を 1~ 2滴注入して土でふさいで殺虫

します。

(利用〉

庭木にはナンキンナナカマドがよい。洋種ナナカマドは実つきがよく栽培しや

すい。芝庭、洋風の建物によく調和します。最近街路樹としてよく使われていま

す。実がよくつくので小鳥の給餌木になります。
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ニセアカシヤ

@ 別 名 ハ1)工ンシ'ュ、アカシヤ

⑧マメ科

@北アメリカ原産で、北海道から沖縄まで

広く樟栽されている。

@落葉広葉高木高さ15m

(特徴)

生長が早く、やせ地でもよく育ち砂防用、肥料水として植栽されている O 日当

たりのよいところを好みます。 Wi芽力も強く弾定も可能です。校にはトゲがあり

ます。

主幹が通直で狭長な樹形になりやすい。羽状複葉の小業は小さく開いて軽くて

iltiく、さわやかな感じを受けるO 花は白い房状の花が下垂する O 香気があり、輩、

源植物としても震要です。

(病虫害)

比較的病虫害が多い。若いときはあまりなくテッポウムシの幼虫くらいである

が、成木になると校枯れや根に腐食菌がつき倒伏したりしま-90 新しい校をださ

せたり、土壌消毒したらよいでしょう O アブラムシも 7月ころ発生するのでマラ

ソン乳斉JJを2~ 3悶散布します。

(利用)

新葉のさわやかさや香りのよい花がついてよいのですが、木のもろさ、 トゲが

あり管理が容易でない。しかし街路樹として多く利用されている O 早期に緑化し

ようとする場合によい樹です。

(その他の種類)

・トゲナシニセアカシヤ ニセアカシヤをやや小型にした形の樹木でトゲがごく

小さい。 潮風に強く、傷ついても回復が速く、海岸の

風致木として使われている O 街路樹としてもよい。

・パラソルニセアカシヤ 樹高が 3~5mで、自然に円形の形をつくり、小校が

多く:京が密生する O トゲがなく、花が咲かない。
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lハナミズキ コ
⑧別名 アメ 1)カヤマボウシ

@ミズキ科

@北アメリカ原産で、尾崎元東京市長が明

治45年サクラを寄贈した返礼として、大

正4年渡来した。

@薄葉広葉高木高さ 5~10m 

(特徴〉

4 ~ 5月頃、小枝の先に自または赤色の花弁状をした 4枚の大きな総高をつけ

中心部に黄緑色の小花が集まって咲きます。

果実は秋に深紅色に熟し、葉の紅葉とともに美しい。

葉は対生し、だ円形で鋸歯がなく裏面は白色をしています。 誼!貯・横張型で臼

本人好みの樹姿である。最近人気の高い樹木です。

(扱い方の要点)

耐寒性があり、平日陰でも~t:.宥しますが、土質はJm;植質に寓んだ'l~沃な湿潤地

によく育ちます。生育やや遅く、移植は四百ltです。

(管理の手入)

植え付けは、落葉期間中がよい。新:芽がでてからの植え付けはやめたい。整校

はとくに行わなくてもよい。こみすぎた校を抜く程度でよい。樹木自体が自然に

樹姿を整えます。

施肥は、寒肥として根元へ化成肥料を 3握りくらい施す。

(病虫審)

うどんこ病が発生するので、発生したらカラセン水和斉IJか水和硫黄斉IJを10日お

きに 2~ 3国散布します。

(花つきをよくするコツ)

やせ地、日陰地は花つきが悲い。一般によく花をつけるが樹勢が弱ると隔年結

果をおこしやすい。

実生で開花まで 5~ 7年かかります。

(利 用 )

庭木のほか、公菌、学校、街路樹などに広く利用されています。秋の紅葉も美

しい、鉢植えは花つきが悪いので不向きです。

(その他の種類〉

・ベニバナハナミズキ(チェロッキーチーフ)紅色の花をつけます0

・シダレハナミズキ 枝が垂れ、花は白色。

98 



lハルニレ
@別名コブニレ

@ニレ科

@北海道、本鮒、四園、九州に分布する。

⑧落葉広葉高木高さ20~30m

@北海道大学の構内のエルムの*は、この

木です。

富山でも細入村稔原の神社に大木が数本

あります。

(特徴)

葉は互生し、長さ 3~12cmの倒卵形またはだ円形で先が尖っている O 表i白i は|情

緑色てざらつく。縁に重鋸I者があります。

寒さには強く、強健な木です。若いときは樹形は乱れやすいが老木になると堂々

とした風格がでる木ですから広いところで育てるとよい。

幹や枝にニシキギのような翼ができます。|場樹。移植やや悶難。

(管理と手入)

普通の土壌でよく育ちます。樹勢も強く、 I潟芽力もあり、せん定にも耐えます

が、自然形に育てるのがよい。

植え付けは、春 3月一 4月上旬ころがよい。繁殖は実生です。

(病虫害)

とくにない。

(利用)

ケヤキと同様、街路樹、公聞、並木などと緑陰樹として適した樹木であり、北

陸地方ではあまり使われていないがもっと使ってもよい木であろう O
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@日目名 タイワンフウ

@マンサク科

⑧中盤中南部、台湾原産で、本州(中部以萄)

四国、九州などに多く植えられている。

@薄葉広葉高木高さ20~25m

(特 徴 )

円錐形にや)1ぴる樹形が美しく、端正で、品のよい大木となります。

木却しもよく、王子滑で灰褐色で老木では黒褐色になり紅葉が美しし、。特別な乾燥地

以外はよく育つ。

生長が速く、萌芽力も強い。土壌は肥沃のところを好み、潮風に弱い。移梢は

成木になるとややむずかしい。

(管理と手入)

この木は広いスペースで自然形で育てると美しい。しかし、狭いところでもせ

ん定が容易なので利用することが7可能です。せん定は弱自の方がよい。

(病虫審)

とくにない。

(利 用 )

寒さに弱い木であり、平野部で育つがLL!r淘部では生長が劣ります。公図、街路、

景観樹、椴木などに使われています。

弱いせん定で整った姿に仕立てられます。

公開や広場に単植や、芝生にもよく合う O

(その他の種類)

・モミジパフウ 葉がモミジに似て 5裂し、樹形はタイワンフウによく似ます。

大木になり、長だ円形の直立した端正な形をとります。晩秋は

桂→赤→赤紫色と色変わりします。若い校はコルク質の稜がで

きます。

B当たりのよい肥沃で適i切な土壌を好み、乾燥に弱い。

(病虫害)

とくにない。

(利用)

広い芝生広場で単植するとすばらしい。また群植でもよい。遠くから眺められ

るようなところがよい。せん定によって樹形をコントロールできるので狭いとこ

ろでも使用できる。街路樹としてよい木です。
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|プラタナス
@落葉広葉高木

スズカケノキ、モミジパスズカケノキ、

アメリカスズカケノキの 3種類があり、

何れも日本に櫨えられ大木になっていま

す。

覇軍プラタナス

@別名 スズカケノキ

@西方アジア、高欧原産。広く我が固に槌栽されている。

@落葉広葉高木高さ 20~50m

(特徴)

樹皮は大きくはがれる O 白と緑のマダラ模様となる O 葉は有柄掌状で 5- 7深

裂ーする。

(管理と手入)

防総で生長が早い。崩芽力が大きく刈り込みができます。

植栽は容易です。煙害に強いが、潮風で一菓先が赤禍色になる O また、アメリカ

シロヒトリが発生すればスミチオン乳剤を散布し、カミキリムシの幼虫はスミチ

オン乳剤の原液を患部に塗布する。

(利用)

公悶や街路によい。我が国の街路で最も多く使われています。

(その他の種類)

翻モミジパスズカケノキ

アメリカスズカケノキとスズカケノキの雑種で樹勢が強く、土壌はとくに選ば

ないが極端な乾燥地や湿気は避けた方がよい。日当たりを好み、大気汚染に強い。

せん定にも耐えます。

盤アメリカスズカケノキ

樹皮は、下部でも皮がはげない資自色。大木はユリノキ状の肌になる O 大気汚

染にあまり強くないので都市の街路樹に向かない。

葉裏に細毛が多く、幼葉から成葉になるにつれて落毛し、風などで飛散した毛

を吸い込んでアレルギーを起こすことがある O アメリカスズカケノキにとくにこ

の害が多い。
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|ホオノキ
@別名ホオ、ホウパノキ

@モクレン科

@北海道から九州まで分布している。

@落葉広葉高木高さ20m

(特徴)

校は太くてあらい、枝先につく新芽は太い。花はタイザンボクに匹敵する大き

さで芳香があり、上向きに咲きます。果実はパイナップル状で熟すと赤い突が飛

びだす。業が大きく長さ30cmを超す。大きな葉と白い業裳が特徴的です。

(管理と手入)

111地に自生している場合は樹誼I隔が狭いが、孤立木にすると円形に近い形とな

り、校は太く、崩芳三力もあるがこの木の幹や太い校を切ると、樹形がアンバラン

スになるので自然に育てたい。土質は肥沃な適湿地がよい。

(病虫害)

すす病にかかり易いので、その朕国であるカイガラムシを駆除すれば回復する O

冬期なら石灰硫黄合剤又は機械油乳剤を 2-3回散布します。夏の、ふ化期の 6

月下旬-7月上旬にスミチオン乳斉IJを散布します。

(利用)

この木のように大きな葉で大きな樹木は少ないので独特の雰囲気があるが、デ

ザイン的に使い難い木である。逆に上手に使えばおもしろい。

公聞や緑陰樹に使用されます。
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|ポプラ
@ヤナギ科

@原産地は不明。北半球に30種以上が分布

していて、日本全土に多く植えられてい

る。

@落葉広葉高木高さ40m

瞳口ンパJレディポプラ(イタリアヤマナラシ)

一般にポプラといわれているのはこの木です。

(特徴)

高I!Iい円柱状に空高く伸びる樹形と明るい紫色で人気がある O 新緑と秋の黄葉が

美しし、。短命。風害に弱いo D目Ujt異株。

(管理と手入)

適地は肥沃で適潤な土地を好み、乾燥地や湿地では衰弱する O 風に対しては崩

そうであるが、土撲のょいところでは倒伏しにくい。しかし、校は老令に達する

と折れやすく、「ドカ雪」で大被害を受けることがあります。

(病虫害)

病虫害の多い木であり、根元へのテッポウムシの幼虫に注意し、発生したら針

金で殺すか、スミチオン乳剤原液を注入し土でふさぎます。

褐.fhE病、業さび病には、ダイセンステンレス500倍液を発生期から 2週間おき

に散布します。うどんこ病はカラセン水和剤、すす病は原因のカイガラムシを防

除します。

(利用)

細く長い高木として単木でも使えるし、列植、並木様、小群落植しでもよい。

平地における水平的なへだたりをもって植えるとよい。根元には、低いものに

よるカバーリングをすれば美しい。公園、街路樹、水辺植栽などによい。

(その他の種類)

掴アメリカヤマナラシ

イタリアヤマナラシの原種で性質もよく似ている O 高さが25~30m に達し、直

径は 1mに達する O 横への広がりは他より大きい。樹形が乱れる O 北海道大学の

ポプラ汲水は、この木です。
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層調カロリナポプラ

アメリカヤマナラシとヒロパハコヤナギの自然交雑種で、校は横に張り中広の

樹形になります。 !t長が早いので、急速な緑化をする場合はよく使われる。問日本

に多く使われています。

瞳ギンドロ〈ウラジ口ハコヤナギ)

若葉、芽の白い綿毛、葉裏が風によってひるがえると美しい。葉は普通のポプ

ラより切りこみがあります。病気は暖地では発生しやすく育ちにくい。幹はi在jj:

せず屈曲しやすい。

Q 、商洋アジサイ(ハイドランジャー)の花色をきれいにするためにどう

したらよいか。

A、アジサイは花色が変わりやすい。さえたきれいな色を出すためには、

青色種は一株当たり、ピートモス、バケツに 3杯、硫酸アルミニュームかミ

i ヨウパン100gを土と封、て植え込むとよいo _ ， • • ， • . ，，_  •.•. ， _ ， ~ ~ 
i …一場合は ~~E~6e~~tl<ì~~M~るとき j

れいな花になります。

持n'"世<fn匂n%Th均n%Th均百均四均百均百町田有百均百句百勾百有町%Th均百持宮古均百句百均百~町勾百持田町百%百句官官均百均百有田町羽町，，9
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⑬別名シモクレン

⑧モクレン科

⑧中露原産で古くから北海道から沖縄まで

植栽される。

⑧庭に撞えられる代表的な花木です。

@落葉広葉中高木高さ 4~5m

(特徴)

4 -5月ころ葉に先立って、暗紅紫色の筒形の半開きした長さ 8-lOcmの花が

枝先に上を向いて咲きます。花弁は 6枚。業は互生し広倒卵形長さ 8-ZOcmで、業

先の尖りは短い。少し芳香があります。 i湯t~j 。

(扱い方の要点)

丈夫で大低のところで育ちます。土質はあまり選ばない。半日陰でも育つが、

日当たりのよい腐植質に寓んだ把沃地がよい。根に殺II根が少ない。

(管理と手入)

JLい庭なら放任しでも自然樹形でよいが、狭い庭なら高木になるハクモクレン、

サラサモクレンは 3-4年に一度花の終わった直後に太い校を切りつめて樹形を

つくり査すようにします。

萌芽力が強いので夏から秋にかけて新梢を多く発生するので、冬期的]に校を整

理する程度とします。移植はやや閤難な樹で、もし行う場合は前年に幹巻きをす

るようにします。

乾燥をきらうので夏期は敷ワラ、潅水を十分に行います。

(花つきをよくするコツ)

やせ地や臼l岳地では校があらく細く、花つきが悪くなるので適地に結え直して

やればよい。

花芽の形成は、 5-6月に行われるのでそれ以降の努定を行わないようにしま

す。

(利用)

公園樹、庭開樹、寺院に利用されている O 鉢棟、切り花にも多く使われる。春

の!定木として一本は欲しい木です。
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@ツバキ科

@本舛i関東以南、四盟、九州、沖縄、中国、

東甫アジアに分布する。

@庭木の王といわれ、とくに気品がありま

す。

@常緯広葉高木高さ 8~12m

(特徴)

業は長だ円形で互生し、縁に鋸摘がなく、業は厚い。葉柄は骨子紅色をしている。

7月に淡黄白色の小さい五弁花が長い柄の先に下向きに咲きます。果実は球形で

11月ごろ赤く熟し赤い種子がつきます。 I食樹で生長はやや遅い。移植ややlきI9l11'。

大気汚染に強い。

(扱い方の要点)

j定木としては、モチノキと同じ扱いがよく、モチノキよりやや寒さに弱く植栽

は;知11県の平野部は北|浪です。

植え付けは 5-10月で、真夏は避けたい。土質は粘質で、肥沃なiilEilMJ地へ植える

と枚も衡にしまった樹形になります。

(管理と手入〉

樹形は半ば放任しでもよく整えるが、小校が衛生するので校抜きを年 1-2匝

行いたい。

整校の時期は、 6-7月と 11月の 2回行います。

(病 虫 害 )

モチノキと同様ですが、ハマキムシが多く発生するので、注意します。

(利 用 )

この木は樹令を経るに従って風格がでて

くる木で、昔からモチノキと並んで庭木の

王とされる O 他の木との混植を避けたほう

がよし、。洋風の庭にもよく調和します。

校が横へ張るので狭い庭に向かない。校

l隔を狭く仕立てることはむつかしい。また

萌芽力があまりよくないので生垣には向か

ない。
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|ヤナギ類

@ヤナギ科

@北半球の温帯、亜寒帯に分布し、自本に

は約100種の品種、蛮種がある。

国シダレヤナギ

@中国中南部に分布し、我が圏全土に植栽されている。

@落葉広葉高木高さ10-15m。

(特徴)

中国から古い時代に渡来し、現在北海道からi'll縄まで造閤木として、湖畔、水

辺の風致樹、並木、街路樹として広く植栽されいます。雌雄異株、日本にはJltit*
はないO

業は、披針形で長さ 7~ 12cm、!隔 4~lOmm、鋸歯があり禁裏は白っぽし '0

小校は柔軟で下垂する。樹形は銭形。

(扱い方の要点)

ヤナギは水湿地に適し、陽樹で生育が早い。大気汚染に弱く、夏落葉する O 植

え付けは11月から翌年 4月までがよい。湿地にも強いが、適地はやや粘質で肥沃

な混潤地。日当たりのよい場所を好みます。移植はやや困難色。崩芽力があり強暫

定にも耐える O

(病虫害)

うどんこ病が発生するので、カラセン水和剤を 1 週間おきに 2~3 回散布しま

す。

5 ~ 8月に発生するハムシは業を食害するのでディプテレックス乳剤で駆除し

ます。そのほか、カミキリムシやアメリカシロヒトリの幼虫が発生するので、ス

ミチオン乳斉IJまたはデイプテレ 7クス乳斉IJを数布します。

〈湾て方のポイント)

4 ~ 5年自由に伸ばして幹を太らせてから校を切りつめればよい。校下 2cmく

らいにして枝を出させて長く垂らすと美しい姿になる。校は途中で切らず棋元か

ら切ります。

(利用)

公園、街路樹、並木などに多く利用され、盆:栽にも仕立てられる。庭にも努定

して入れることも可能です。
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(その他の種類〉

関コリヤナギ

朝鮮IJ;~iAri.で校は柳行李をつくる材料であることから名づけられた。

水辺に栽培されている落葉低木。校は直立して伸び、葉は対;:1ミまたは三輪生し、

IL線形で縁に鋸j~まがない。

ウンリュウヤナギ

中国からシベリアに分布するペンギンヤナギの閏芸棋で、校は上向きし、校や

:葉が屈IJtIし、ねじれる O 葉は線状で、披主l形で下而が白みを千ifびます。

(取り扱いの要点〉

臼当たりのよい水湿地を好むが、乾燥地でも良く育ちます。

(病虫害)

シダレヤナギ、にヰ主じる。

(利用〉

シダレヤナギ、に当主じる O

機ネコヤナギ

日本各地の川沿いに生え、アジア東北部に分布している落葉低木。業は瓦生し

て、披針形、縁には鋸歯がある O 裏而は灰白色で毛が残る。花は 3~ 4月業の出

る前に咲き、花穂に白い絹毛が密生する O 和名は花穏を狛の尾になぞえたもの O
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型空軍ーゥシ
⑧別名ヤマグワ

⑧ミズキ科

コ
@日本、朝鮮、中国に分布している。我が

国全土に植栽されている。

@落葉広葉小高木高さ 5~10m

(特徴)

本県の低山地千ifの谷間にも自生している O 水一千に{ヰlひ守た校に春先上lI:iJきに白い

花をたくさんつけます。花に見えるのは也で 4枚つけます。

葉は卵形で対生し、先端に向かつてわん118した葉JJ!Rが目立つ。業縁は前縁で波

を打っている。秋に紅葉します。果実も秋頃いちご状の突が赤熟し食用になりま

す。

(管理と手入〉

土地を選ばないが、日当たりの良い適ilMjな肥沃土がよい。弱定はできるが弱く

行つ O

(病虫害)

とくにない。ケムシ類には葉の食害がありますが発生したら、デイプテレック

ス乳剤を散布します。

〈利用)

努定による整形がむつかしいのであまり狭いところで植栽は閤難であり、公図、

添景樹、庭木などに多く使われています。古くから茶花として利用されています。
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ユリノキ
@別名 ハンテンポク、チューリップツ

リー

@モクレン科

@北アメリカ東部原産で、北海道陣部、本

州、四圏、九州などに植栽されている。

@落葉広葉高木高さ20~30m

(特 徴 )

幹は直立して大木になります。樹形が長方形で美しい。葉は長い一葉柄があって

瓦~!三し、大型で、花が 5 ~ 6月頃咲く。生長が早く適i様性を好むがやや耐乾性もあ

ります。業の形がはんてんに似ている。花はチューリップ形。!場樹。移植阿賀jfr。

(扱い方の要点)

ti~え付けは 10月中旬、 5 月上旬がよい。根が太くあらい。粘質で肥沃な地を好

み、日当たりのよい場所が理想的です。努定も可能で 3月中がよい。放任すると

大木になるので広い場所でなければ植栽がむつかしい。

(病虫審)

とくにないが、テッポウムシ(カミキリムシの幼虫。)の被害を受けることが

あるののでιH殺するか、 6~ 8月にスミチオン乳斉IJを散布します。

(膏て方のポイント)

自然樹形で育てるのが最もよい。

庭木として取入れる場合はあまり小

さいうちから切り込まないで、樹高

が4~5m くらいになったときに整

校し、太い校を 1m くらいの間隔に

配置し小さい枝を切る O 自的の高さ

まで育ったところで稿、を切って芯を

とめるとよい。

(利用)

庭木よりも公屈など広い場所によ

く似合う O 街路樹にもよい。他にない明るい感じの木で緑陰樹にもなり、葉の形

もおもしろい。花もかわいいので、洋風の建物にもよく謂手f]します。緑陰樹。記

念樹、景観樹にもなります。
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|イチョウ
@イチョウ科

@中居館産で、古くからB本番地に植えら

れている。

@落葉針葉高木高さ30m

(特徴)

葉は扇形で先端に割れ目があり、柄が長い、校は短校からl洋がってつく。長い

校もあるがこの場合は互生している。雌雄異株。

生育が速く、寒さに強く、火にも強い。せん定にも強く、大気汚染にも強い。

稜子はギンナンとなり、それを包む果肉は忠臭を放っ。

(扱い方の要点)

移植は容易であるが、高木になるので庭木には向かない。値え付けは日当たり

のよいところがよく、土質を選ばない。

イチョウは自然の姿が最も美しい。しかし街路に植える場合等は、刈り込まな

ければならないが、細かい校が出やすいのでこまめに取ります。

施肥は、必要ありませんが、黄を美しくする場合は、リン酸、カリ肥料をやれ

ばよい。

(病虫害〉

ほとんど発生しない。

〈育て方のポイント)

ふやし方は、実生、挿し木、接ぎ木で行う O

緑化用は挿し木 (60cmくらいのもの深ざし。)、実生など。鑑賞用の斑入、鉢物

は接ぎ木による O

移摘は、 3-4月か落葉後の11月、この11寺JtJjは5mくらいのものまで根鉢づく

りをしなくてもよし、。

庭へ入れる場合は、 2-2.5mくらいのものがよい。下校を十分残し、小校を

出させる。大きくなると上長生長がよく、下校が伸びにくく、仕立てるのはむつ

かしい。

(利用)

公園樹、街路樹、神社、寺i涜など広い場所によく{交われます。

実はギンナンとして食用になり、材は、マナ板、手L1IJ員の仕立台、将棋盤などに

利用できる。

氷見市上日寺のイチョウ(天然記念物。)は有名である O
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|メタセコイヤ
⑧別名アケボノスギ

⑧スギ科

⑧中国田川省原産で昭和30年ごろ日本に入

り広く植栽tされている。

⑧落葉針葉高木高さ推定40m以上

(特徴〉

Pl錐形の整った形で、生育が絞めて速い。葉はさわやかな若草色の新緑、秋の

紅葉は赤褐色、黄色で美しい。葉lま扇平な針一状業で対tf三につく o 1;，射封。

(取扱いの要点)

余長が平く校が太くなりやすい。水温まtl!，で、よく育つ。乾燥地ややせ地では育ち

が悪い。潮風に弱い性質があります。風で折れやすいので強風の当たる場所は避

けます。

幹が直立して校もまばらで明るく、他の針葉樹にみられない特徴があります。

(病虫害)

とくにない。

(利 用 )

樹の特徴を生かして、玉12:地に群植、近代的などルデイングなどの並木植え、水

辺の桶栽によい。

狭い庭でも円筒形に刈込みを行えば使えるが 4 般的ではない。

施設などで自然形で仕立てる場合は建物から 5m以上離すようにしましょう O

公開、学校、街路樹、記念樹などに多く利用される。
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